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令和元年度 熊本大学教育学部附属小学校

平成30～令和元年度　平成30～令和元年度　文部科学省委託文部科学省委託
「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び　「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び　
　の視点からの学習・指導方法の改善の推進」研究校　の視点からの学習・指導方法の改善の推進」研究校

粘り強くともに学ぶ子どもの育成粘り強くともに学ぶ子どもの育成（２年次）（２年次）

ご挨拶

　皆様におかれましては，学習指導要領の全面実施に向けた準備に余念がないことと推察いたします。年が明け，
いよいよ本校の研究発表会の日が近づいてまいりました。
　本校は，昨年度より２年間，文部科学省より主体的・対話的で深い学びの推進事業の委託を受け，研究を進めて
います。昨年度（１年次）の研究発表会では，研究主題「粘り強くともに学ぶ子どもの育成」のもと，各教科等の
本質に迫る主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を，子どもの姿を通して提案いたしました。
本年度は２年次の取り組みであり，まとめの年度となります。各教科等の「見方・考え方」を働かせる姿を具体化
するとともに，資質・能力に関する評価についても提案していきたいと考えています。ぜひご覧ください。
　本校の令和最初の研究発表会は，多くの方々に参加していただけるよう２日間の開催としました。１日でも半日
でも本校にお越しいただき，忌憚のないご意見やご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。それでは，

当日皆様にお目にかかれるのを楽しみにしています。

熊本大学教育学部附属小学校　校長　井福　裕俊

附属小研究発表会 ここがポイント！
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各教科等の授業公開・分科会
講演「見方・考え方を働かせながら 粘り強く学ぶ姿を生み出す授業づくり」
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附属小学校の実践が本になりました！

令和２年2月７日（金）・2月８日（土）期 日

講　師

会 場 熊本大学教育学部附属小学校

～「粘り強くともに学ぶ子どもの姿」について
　　　　　本時の授業をもとに語り合いましょう！～

～「各教科等の特質に応じた見方・考え方」を働かせる授業の実現をめざして～～「各教科等の特質に応じた見方・考え方」を働かせる授業の実現をめざして～

「各教科等の特質に応じた見方・考え方」を働かせ,
「深い学び」が生まれる授業を提案します！

POINT

〇子どもたちに粘り強さを育む単元開発によるこれから求められる授業を提案します。
〇各教科等の見方・考え方を働かせ , 対話を通して課題を解決していく子どもたちの姿を
ご覧いただきます。

京都大学大学院教育学研究科 准教授　石井 英真 先生
京都大学大学院教育学研究科准教授　博士（教育学）
神戸松蔭女子学院大学人間科学部准教授などを経て現職。

著書『中教審「答申」を読み解く』（日本標準）
『今求められる学力と学びとは
　　　　― コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影 ―』（日本標準）
『小学校発　アクティブ・ラーニングを超える授業
　　　　― 質の高い学びのヴィジョン「教科する」授業 ―』（日本標準）
『授業改善８つのアクション』（東洋館出版社）など

受付 公開授業Ⅰ 移動 公開授業Ⅱ 移動 教科等分科会

12:40 13:25 14:10 14:25 15:2515:10 17:00
【2月7日】

　「粘り強くともに学ぶ子どもを育てる」
　　― 教材と深く対話する「教科する」授業の理論と実践 ―
　　　〇 京都大学の石井英真先生がこれから求められる授業について解説
　　　〇 石井先生の全面監修のもと主体的・対話的で深い学びを具現化した実践の数々
　　　〇 全教科等・全授業の実践に「見方・考え方」を働かせる子どもの姿を明記

研究発表会会場にて販売！（売り切れ次第終了となります）

受付 公開授業Ⅰ 移動 公開授業Ⅱ 移動 教科等分科会 昼食 全体会 閉会

8:15 9:00 9:45 10:00 10:45 11:00 13:3012:25 15:50
【2月8日】

詳しくは裏面をご覧ください 研究発表会締め切り間近 !!

〇2010熊本県くまモンC

WEB
申し込みが
オススメ！

研究発表会の申し込み締め切りは１月31日（金）です。
https://elem.educ.kumamoto-u.ac.jp/ホームページ 熊大附属小 検索
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　たぬきの行動を具体的
に想像する力を付けるた
めの言語活動を核にした
授業を提案します。１年
生の子どもたちが，言語
活動に没頭する中で，た
ぬきの表情や口調，様子
について豊かに想像する
姿をご覧下さい。

（田邉　友弥）

国語科　第１学年
「たぬきの糸車」

言語活動を核にして，具体的な行動に迫る
　学力検査で，いつも課
題として挙げられる「割
合」。「割合＝比べられる
量÷基にする量」という
言葉を覚えさせてしまっ
ていませんか？子どもた
ちが実際の課題解決を通
して「割合」の概念を自
ら創り出す授業を提案し
ます。　 　（大林　将呉）

算数科　第５学年
「割合を使って問題を解決しよう」

数学的活動を通して割合の概念を獲得する授業

　卒業を前に，小学校生
活の思い出について，将
来の自分や家族に宛てた
動画をタブレットで作成
します。過去を表す表現
を子どもにとって自然な
状況の中で使うことで，
英語表現に親しみながら
思考する授業を提案しま
す。　　 　（髙田　実里）

外国語　第６学年
 「紹介しよう！わたしの小学校の思い出」
過去を表す表現を使って思い出ムービーを作る

　熊本市電を利用し，そ
のよさに気付いた子ども
たち。本実践では，熊本
市電を支える人々の仕事
を追究する中で，身近な
生活に関わる見方・考え
方を生かし，気付きの質
が高まっていく子どもの
姿をご覧ください。

（坂口　静磨）

生活科　第２学年
「さがそう！ぼくたち わたしたちの くまもとしでんの ひみつ」
見方・考え方を生かし，気付きの質を高める授業

　跳び箱運動とマット運
動のおもしろさは別だと
感じている子どもたち。
そんな子どもたちが，運
動の特性に触れながら，
跳び箱運動で習得した知
識・技能をフル活用して
マット運動につなげてい
く授業を提案します。

（平嶋　秀盛）

体育科　第６学年
「ダイナミックボックス＆マット」～器械運動～
跳び箱運動のおもしろさをマット運動に生かしていきます

　熊本市電の変遷を追究
する中で見えてきた熊本
市の人々の「過去」や「現
在」の生活の様子。本時
では，個別の社会的事象
を関連付け，自分自身が
熊本市の「未来」にどう
関わっていくのか考える
授業を提案します。　　　　　

（村上　春樹）

社会科　第３学年
「変わるわたしたちのくらし」
自分事として社会と関わる授業の提案

　面倒な場所や頑固な汚
れを前に「どうやって掃
除するの？」と悩む子ど
もたち。身近な道具や洗
剤を用いての比較実験を
通して，それぞれの場所
や汚れに対する「掃除の
コツ」を見いだしていく
授業を提案します。

（大廣　紘子）

家庭科　第６学年
「身近なものでエコ掃除」

掃除のコツ，何となくから納得に！

　子どもは侵食，運搬，
堆積という流れる水の働
きと，実際の川での土地
の変化をどれだけ結び付
けて捉えているのでしょ
うか。川の観察やモデル
実験を通して考えたこと
を，自然災害と関連付け
ながら捉える授業を提案
します。　 （牛嶋　克宏）

理科　第５学年
「探れ！流れる水のはたらき」

自然災害と関連付けた深い学びを提案します

　高学年の指導事項「物
語の全体像」に迫るには，
相互関係や人物像等様々
な観点からの読みが必要
です。それらを総動員す
る言語活動『太一のモノ
ローグ』を “わたしの問
い”の解決を通して創り
上げる授業を提案しま
す。　　　（溝上　剛道）

国語科　第６学年
「海の命」

“わたしの問い”で「物語の全体像」に迫る

　ボールをコートに力一
杯打ち込む運動の面白さ
を子どもは日常の遊びの
中で理解しています。そ
の面白さを原動力とし，
より強くボールを打つた
めに，粘り強く捻転や体
重移動を試していく子ど
もの姿を提案します。

　（磨田　慎太郎）

体育科　第４学年
「フルアタックゲーム」～ネット型ゲーム～
動きに対する見方が変わる授業を提案します

　子どもにとって箱は馴
染みのあるものですがそ
の捉えはまだ曖昧です。
本時では，夢中になる数
学的活動の中で，構成要
素や位置関係に着目し，
見方・考え方を働かせな
がら箱の形を捉え直す子
どもの姿をご覧下さい。

（枝川　晃久）

算数科　第４学年
「箱の形を捉えよう」

見方・考え方を働かせながら箱の形を捉える

　来年にはプログラミン
グを使った授業を各教科
等で行うことになりま
す。算数の授業において，
タブレット端末を使い，
Scratch（スクラッチ）
で図形を描く過程で，プ
ログラミング的思考を育
成する新しい授業を提案
します。　 （大林　将呉）

算数科　第６学年
「プログラミングで図形を描こう」

プログラミングを使った算数の授業をご紹介します！

　子どもが大好きな鬼遊
び。ただ，授業では「楽
しかった」で終わりがち
です。そこで，遊びに夢
中になる中で「もっとう
まく逃げたい」という思
いから，体の部位に着目
し，よりよい動きを追求
していく授業を提案しま
す。　　 　（是住　直人）

体育科　第２学年
「ハンター鬼ごっこ」～鬼あそび～

「もっと！」の思いから「よりよい動き」へ

　子どもたちにとって，
人の心の美しさに気付く
のは難しいものです。そ
こで，「美しい心」につ
いて，多面的・多角的に
考えていくために単元を
組み，子ども自ら問いを
立て，納得解を見いだ
していく学びを提案しま
す。　　 　（宮原　大輔）

道徳科　第２学年
「人の心にもある美しさ（単元型学習）」

子ども自ら問いを追求する単元型学習

　熊本市のごみ処理につ
いて，見学・調査したこ
とを基に考察してきた子
どもたち。本時では，こ
れまでの学びを生かし，
「子どもエコクラブ」と
して「自分たちにできる
こと」を選択・判断して
いく姿をご覧ください。

（定松　良彰）

社会科　第４学年
「わたしたちの熊本『ごみ』」
今，自分にできる社会参画とは…？

　豆太は成長した，いや，
変わらない…本学習材は
豆太に対する自由な感想
を抱かせてくれます。「モ
チモチの木『活弁士』」
を目指して，わたしの問
いを粘り強く解決する中
で，自己の考えを形成す
る力を高めていきます。

（中尾　聡志）

国語科　第３学年
「モチモチの木」

言葉の力を付けることのできる言語活動型の授業

　来年度始まる新単元
「音」において，子ども
がものづくりを通して試
行錯誤する中で，音の伝
わり方や大きさと震えの
関係について，量的・関
係的な見方を働かせ，音
の性質について自ら追究
していく授業を提案しま
す。　　 　（近藤　祐樹）

理科　第３学年
「ふしぎ発見！　音の性質」

音のふしぎに迫る子どもの姿をご覧ください

“What's this?” “It's 
--.” これを定型表現とし
て覚えても，なかなか自
然に使うことはできませ
ん。留学生とのやりとり
の中で，「聞きたい」「伝
えたい」と思うから，生
きて働く言語表現と出合
える。そんな授業を提案
します。 　（髙田　実里）

外国語活動　第３学年
 “What's this?” Original Quiz Game
「これ，なんだ？」思いがあるからこその言語活動

　子どもたちにとって，
森林はなじみの薄いもの
ですが，その働きや現状
を調べ，「これから」の
提案を考える中で，自分
との関わりに目を向けて
いきます。森林保全を自
分事として追究する子ど
もの姿をご覧ください。

（山田　壽彦）

社会科　第５学年
「国土の自然とともに生きる」

「これから」の提案から，自分事の追究へ

（１日目）（１日目）

公開授業Ⅰ公開授業Ⅰ
13:25～ 14:1013:25～ 14:10

（１日目）（１日目）

公開授業Ⅱ公開授業Ⅱ
14:25～ 15:1014:25～ 15:10

　けがが多い学校の現状
から「けが ZERO！プロ
ジェクト」を立ち上げ，全
校への提案内容を考え始
めた子どもたち。けがの
防止のため，けがが起こ
りやすい場所やその原因
を考え，望ましい環境や
行動を探っていきます。
（角居 禎子・牛嶋 克宏）

保健・健康教育　第５学年
「けがの防止」

「けがZERO！プロジェクト」で行動変容へ

　問題文の文言から機械
的に演算決定する子ども
がいます。その子どもた
ちに足りないのは，思考
しなければ解けない問題
場面です。本時では，思
考を要する問題場面の解
決を通して，数学的に探
究する姿をご覧下さい。

　　　（篠田　啓子）

算数科　第１学年　
「ずをつかってかんがえよう」

思考を要する問題場面で数学的に探究する子ども

　合唱の授業は，教師主
導やリーダーが牽引する
形で進めがちです。子ど
もに思いをもたせ，ICT
を効果的に用いながら，
子どもたち全員が表現を
追求していく合唱の授業
を提案します。

（中島　千晴）

音楽科 第 6学年
「伝えよう！私たちの思い」

思いを生かした表現の工夫をお見せします

　資質・能力の３つの柱
に「創造」が位置づけら
れた今こそ造形遊びに
注目すべきです。そこで，
思いのままにカップを並
べたり積んだりする中で，
自分なりの感覚や行為を
通して，形や色を理解し
ていく子どもの姿をお見
せします。（毎床  栄一郎）

図画工作科　第１学年
「つくりだそう！たくさんのカップで」
遊びを通して，深い学びへ誘う題材を提案します

（２日目）

公開授業Ⅰ
9:00～ 9:45

（２日目）

公開授業Ⅱ
10:00～ 10:45

　今年度，本校では研究授業を「１６回」行いました。大
研や小研を組み合わせながら，全員で全教科等の授業を
検討してまいりました。授業後の研究会では，研究主題の
「粘り強くともに学ぶ子どもの姿」を常に意識しました。「本
時で目指す粘り強さとはどのような姿なのか？」「どうすれ
ばその粘り強さを生み出すことができるのか？」「その粘り
強さはどのように見取っていくとよいのか？」そんな言葉が
飛び交う研究会を通して，研究主題の「粘り強くともに学ぶ
子ども」を育む授業とはどのようなものなのか追究してまい
りました。
　そのような議論を粘り強く重ねていった結果，「粘り強く
ともに学ぶ子どもを育てるために必要なもの」が見えてきま
した。「粘り強さ」は「学びに向かう力・人間性」を具現
化するための大事な要素です。これからの答えなき時代を，
力強く生き抜くことのできる子どもたちには，必ず身に付け

させたい資質・能力だと考えます。そのような「粘り強さ」
を育むために必要なものが，本校の研究を進める上で見え
てきたのです。
　そもそも論になるかもしれませんが，「粘り強さ」を育む
ことは「粘り強く学ぶ」中でしか実現しません。そのために
は，子どもが心の底から学びたいという思いを生み出すこと
のできる単元や教材の開発が必要になります。単元導入で
どうしても解決できない壁に子どもを直面させたり，子ども
が素朴概念だけではうまく説明できない事象に出合わせた
り，学ぶ価値を子ども自身が自覚できる学習活動と出合わ
せたりするなどの単元構成や教材開発が必要となるのです。
　また，「粘り強さ」を育むには，教科等の本質的な学び
の面白さを実感できる学びが必要です。本質につながらな
い，表層的な学びの中でいくら子どもたちの対話を生み出
そうとしても，「粘り強さ」を身に付けることのできる対話的
な学びは実現しません。教科等の本質につながる学びの中
で，価値ある教材と深く対話させていくことのできる学びこ
そ，「粘り強さ」を身に付ける学びとなるのです。
　その際，重要となるものが，本年度研究のサブテーマに
設定している「各教科等の特質に応じた見方・考え方」です。
この「見方・考え方」とは「教科内容の眼鏡」と言えるも
のです。「見方・考え方」を働かせて目の前の事象を見るか
らこそ，教科等の本質的な内容が見えるようになるのです。

そこで，本年度の２月７日８日両日に実施する２３本の公開
授業では，それぞれの指導案の中で「見方・考え方」を具
現化しております。参会された先生方にも是非ご一読いただ
き，忌憚のないご意見を聞かせていただきたいと考えており
ます。
　もう一点，「粘り強くともに学ぶ子どもの育成」を目指す
上で必要となるものが「評価」です。学習の記録を自分の
言葉でまとめさせることで，粘り強く学んだ自己の学びをメ
タ的に捉え直したり，単元を通して身に付けた思考力・判
断力・表現力等を発揮することのできるパフォーマンス課題
を設定したりする中で，子どもたちが身に付けた「粘り強さ」
を見取っていきます。さらに言うならば「評価」は単元末や
授業末にだけするものではありません。授業の中において
も立ち止まりや問い返しによって，今の自分の学びを自覚
できるようにしていきます。
　私たち熊本大学教育学部附属小学校は，２月７日８日両
日の研究発表会に向けて，この１年間研究を深めてきまし
た。必ずご参加いただいた先生方に深い学びが生み出せる
ような授業を公開致します。私たちが提案する授業の中で
は，子どもたちは生き生きと輝き，粘り強くともに学ぶこと
ができているはずです。全国の先生方のたくさんのご参加
を，心よりお待ちしております。どうぞよろしくお願い致しま
す。

粘り強くともに学ぶ子どもを
育む授業の実現を目指して
研究部長　中尾　聡志


